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８
月
に
は
、
川
口
美
貴
氏
（
関
大
法

科
大
学
院
教
授
）
に
よ
る
記
念
講
演

「
労
働
時
間
法
制
改
正
の
問
題
点
」

と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。
今
の
労
働

行
政
の
方
向
が
ど
ち
ら
に
目
を
転
じ

て
い
る
か
、
中
で
も
厚
労
省
の
労
働

政
策
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
で
審

議
資
料
と
し
て
提
出
し
た
「
労
働
契

約
法
制
及
び
労
働
時
間
法
制
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
中
心
的
課
題
で
あ

る
労
働
時
間
規
制
の
新
た
な
適
用
除

外
制
度
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
）
の
創
設
に
対
し
て
、

労
働
者
の
現
状
に
お
け
る
状
態
か
ら
、

導
入
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
静
岡
労
研
」
で
は
、

事
業
活
動
と
し
て
情
勢
に
合
せ
な
が

ら
課
題
を
選
定
し
、
労
働
運
動
に
取

り
組
む
に
必
要
な
研
究
材
料
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
７
月
の
「
研
究
会
」
で
は
、

金
融
職
場
に
お
け
る
「
賃
金･

人
事
処

遇
の
事
例
発
表
―
成
果
主
義
賃
金
が

導
入
さ
れ
て
―
」
の
事
例
発
表
が
あ

り
、
成
果
主
義
賃
金
の
実
態
に
つ
い

て
学
び
、
今
後
の
賃
金
の
あ
り
方
の

研
究
の
一
歩
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

「
賃
金
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
も
っ

と
深
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
６
月
（
会

報
No.

29
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
社
会
保

障
の
理
念
と
歴
史
」
か
ら
日
本
の
現

状
を
再
探
求
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
「
経
済
団
体
の
社
会
保
障
プ

ラ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

中
澤
主
任
研
究
員
は
、
主
な
経
済

団
体
と
し
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
日
本
経
団
連
）
と
経
済
同
友
会

の
社
会
保
障
プ
ラ
ン
を
今
回
の
対
象

団
体
と
し
て
取
上
げ
て
い
ま
す
。

１
．
日
本
経
団
連
「
社
会
保
障
制
度

等
の
一
体
的
改
革
に
向
け
て
」

日
本
経
団
連
は
、(

1
）
社
会
保
障

制
度
と
は
、
「
資
本
主
義
経
済
の
根
幹

は
、
自
助
努
力
で
賄
い
き
れ
な
い
生

活
上
の
リ
ス
ク
を
互
い
に
分
担
す
る

仕
組
み
」
、
つ
ま
り
「
自
立
、
自
助
」

が
基
本
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

更
に
①
「
相
互
の
支
援
に
よ
っ
て
、

国
民
の
幸
福
の
実
現
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
そ
の
持
続
可
能
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
」
、
②
「
社
会
保
障
制
度
の
負
担

を
抑
制
し
、
国
民
の
経
済
活
力
の
向

上
と
い
う
課
題
」
で
あ
り
、
こ
の
課

題
と
の
両
立
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と

延
べ
そ
の
数
値
目
標
は
、
潜
在
的
国

民
負
担
率
50
％
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
数
式
に
あ
ら
わ
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
国
民
負
担
率
＝
租
税
負
担
率
＋
社

会
保
障
負
担
率
↓
国
民
負
担
率
＝
税

＋
社
会
保
障
費
／
総
所
得

・
潜
在
的
国
民
負
担
率
＝
国
民
負
担

率
＋
財
政
赤
字
負
担
率
（
財
政
赤
字

の
ツ
ケ
を
国
民
に
回
す
）

そ
こ
で
、
現
在
の
状
況
を
数
字
で
表

す
と
、
２
１･

１+

１
４･

４
＝
３
５
・

５
（
潜
在
的
国
民
負
担
率
＝
４
５
・

１
）
と
な
り
ま
す
。

<

参
考>

諸
外
国
の
国
民
負
担
率

▼
ア
メ
リ
カ:

２
６
・
４+

８
・
８
＝

３
５
・
２
▼
イ
ギ
リ
ス:

４
０
・
９+

９
・
９
＝
５
０
・
２
▼
ド
イ
ツ:

３
０
・

１+

２
５
・
１
＝
５
５
・
３
▼
フ
ラ
ン

ス:

３
９
・
１+

２
４
・
８
＝
６
３
・

９
▼
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン:

５
２
・
０+

２

２
・
３
＝
７
４
・
３

（
２)

な
ぜ
改
革
が
必
要
な
の
か
？

こ
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
、
社
会

保
障
制
度
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感

と
持
続
可
能
に
対
す
る
懸
念
が
あ
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
勤

労
者
家
計
に
お
い
て
は
社
会
保
険
料

の
追
加
的
な
負
担
余
力
の
乏
し
さ
が

あ
り
、
企
業
に
お
い
て
は
国
際
競
争

力
の
激
化
に
伴
い
コ
ス
ト
低
減
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
国
民
一
人
一
人
の
自
助
努
力
を
基

礎
と
す
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
が
国
の
課
題
」
で
あ
る
と

こ
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

現
実
の
と
こ
ろ
、
今
ど
き
の
若
者

に
、
年
金
を
も
ら
え
る
か
と
問
い
た

だ
す
と
、
殆
ど
が
も
ら
え
な
い
と
答

え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ
う
に
不

信
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
思

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
出
し
て
い
く
べ
き
か
、
日
本
経

団
連
で
は
次
の
よ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
改
革
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
は
、
①
国
民
に
と
っ
て
の
分
か

り
易
さ
、
②
持
続
可
能
性
の
確
保
、

③
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
場
合
の
予

測
可
能
性
の
確
保
、
④
経
済
活
力
の

維
持
・
向
上
等
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
は
、
①
世
代
間
扶
養
に
偏
重
し
な

い
こ
と
、
②
賃
金
賦
課
に
偏
重
し
な

い(
賃
金
の
み
で
な
く
企
業
賦
課
に
も

偏
重
し
な
い
…
消
費
税
の
ア
ッ
プ)

等

の
方
向
を
打
出
し
て
い
ま
す
。

（
３)
個
別
制
度

そ
れ
で
は
日
本
経
団
連
の
個
別
制

度
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
順
次

述
べ
て
い
き
ま
す
。

①
年
金
制
度
は
、
1
階
部
分
（
基
礎

年
金
）
＝
税
方
式
に
よ
る
定
額
給
付

（
基
本
的
な
目
安
額
は
打
出
し
て
い

な
い
。
食
費
・
居
住
費
な
ど
の
高
齢

単
身
者
の
基
本
生
活
費
）
と
し
、
2

階
部
分
（
報
酬
比
例
）
＝
保
険
料
固

定
方
式
（
社
会
保
険
方
式
を
基
準
、

被
用
者
年
金
で
15
％
程
度
の
保
険
料

率
で
固
定
す
る
）
と
し
て
い
る
。
公

的
年
金
を
補
完
す
る
私
的
年
金
を
今

後
拡
充
す
べ
き
（
税
制
上
の
支
援
措

置
を
と
る
）
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。
②
医
療
制
度
は
、
公
的
医
療
保
険
制

度
の
役
割
を
自
助
努
力
で
は
賄
い
き

れ
な
い
リ
ス
ク
を
支
え
あ
う
こ
と
に

よ
っ
て
分
散
す
る
仕
組
み
を
打
出
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者

（
65
歳
以
上
、
現
在
75
歳
以
上
）
を

対
象
と
す
る
独
立
し
た
医
療
保
険
制

度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
、
入
院
に
つ
い
て
は
８
割
給
付

で
、
そ
れ
以
外
は
７
割
給
付
と
す
る
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
公
費
で
５
割
負

担
し
、
残
り
は
高
齢
者
自
身
の
保
険

料
か
ら
（
年
金
か
ら
徴
収
）
と
若
年

者
で
の
分
担
（
人
口
比
に
応
じ
た
）

と
す
る
。
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
地

域
保
険
と
し
、
市
町
村
を
ベ
ー
ス
に

広
域
連
合
形
態
を
と
る
仕
組
み
で
あ

る
。
短
期
的
な
対
策
と
し
て
、
入
院

時
の
食
費
・
居
住
費
を
保
険
対
象
か

ら
外
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
処
方

（
後
発
薬
品
）
の
促
進
を
図
り
、
高

額
医
療
機
器
の
共
同
使
用
を
進
め
る
。

中
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
医
療
分

野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
促
進
、
電

子
カ
ル
テ
・
遠
隔
地
医
療
な
ど
進
め

る
。
更
に
、
医
療
の
合
理
化
促
進
た

め
の
診
療
報
酬
の
削
減
を
打
出
し
、

そ
の
中
で
も
、
ａ
）
診
療
報
酬
の
包

括
支
払
い
方
式
（
例
え
ば
特
定
の
疾

患
に
定
額
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
方

式
）
に
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
、
療
養

型
病
床
群
の
介
護
保
険
施
設
へ
の
転

換
、
ｂ
）
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
組

み
の
促
進
、
ｃ
）
混
合
診
療
の
容
認

な
ど
を
進
め
る
。

③
介
護
保
険
制
度
は
、
軽
度
の
要
介

護
者
に
つ
い
て
は
効
果
あ
る
サ
ー
ビ

ス
に
改
編
し
、
被
保
険
者
の
範
囲

（
40
歳
以
上
）
を
維
持
す
べ
き
で
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
注
の
導
入
を
目

指
す
こ
と
。

<

注>

：
介
護
給
付
費
の
効
率
化
・
適

正
化
へ
積
極
的
に
取
組
む
保
険
者
の

導
入
。
例
え
ば
、
認
定
率
の
地
域
格

差
に
つ
い
て
、
数
値
目
標
を
掲
げ
て

取
組
む
こ
と
で
、
既
に
稼
動
し
て
い

る
国
保
連
合
会
の
介
護
給
付
適
正
化

シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
効
率
化
を

図
る
。

④
労
働
保
険
制
度
は
、
ａ
）
自
発
的

離
職
者
の
支
給
日
数
の
圧
縮
、
ｂ
）

給
付
率
の
削
減
、
ｃ
）
育
児
及
び
介

護
休
業
給
付
は
他
の
制
度
の
よ
る
べ

き
、
ｄ
）
教
育
訓
練
給
付
は
縮
小
す

べ
き
、
ｅ
）
労
災
給
付
と
年
金
給
付

と
の
調
整
等
を
図
る
。

⑤
生
活
保
護
制
度
は
、
一
般
の
低
所

得
世
帯
の
消
費
実
態
と
の
均
衡
を
図

る
観
点
か
ら
、
保
護
基
準
の
見
直
し

が
必
要
（
特
に
単
身
高
齢
者
に
お
け

る
引
下
げ
）
、
就
労
支
援
等
の
自
立

支
援
業
務
の
効
率
化
・
強
化
等
を
図

る
、
と
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
05
年
４
月

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
生
活
保
護
者

に
対
す
る
こ
の
支
援
で
は
上
手
く
活

用
さ
れ
て
い
な
い
、
自
立
を
助
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
日
本
経
団
連
の
社
会

保
障
制
度
は
、
国
や
企
業
の
負
担
を

極
力
減
ら
し
、
社
会
の
経
済
活
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
国
民
に
負
担

を
強
い
る
「
自
立
・
自
助
」
を
中
心

と
し
た
制
度
で
、
こ
れ
が
基
本
に
な
っ

て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
経
済
同
友
会
の
社
会
保
障
政
策

に
つ
い
て
報
告
し
て
い
き
ま
す
。(

裏
へ
）

経
済
団
体
の
社
会
保
障
プ
ラ
ン

報
告
者
：
中
澤
秀
一
主
任
研
究
員

06年9月22日

(金）
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２
．
経
済
同
友
会
「
社
会
保
障
制
度

を
真
に
持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
抜
本

的
・
一
体
的
改
革
」

２
０
０
６
年
５
月
に
経
済
同
友
会
が
発

表
さ
れ
た
「
社
会
保
障
制
度
を
真
に
持
続

可
能
と
す
る
た
め
の
抜
本
的
・
一
体
的
改

革
」
の
政
策
を
述
べ
て
い
き
ま
す
。

（
１)

社
会
保
障
制
度
と
は
、
２
つ
の

点
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
①
「
個
人

に
よ
る
自
由
な
幸
福
の
追
求
を
確
保
し
、

ま
た
個
人
を
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
な

く
、
最
低
限
の
生
活
を
守
り
、
社
会
的
に

自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
社
会
保
障
の
基

本
理
念
と
す
る
。
そ
の
基
本
理
念
を
実
現

す
る
最
適
な
保
障
水
準
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
で
あ
る
」
と
し
て
、
②
「
社
会
保

障
も
自
助
の
精
神
に
基
づ
き
、
個
人
の
努

力
の
限
界
を
補
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、

そ
の
制
度
の
設
計
と
運
用
が
徹
底
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
改
革
は
大
き
な
環
境
の
変
化

に
適
応
し
た
抜
本
的
な
も
の
と
は
言
い
難

く
、
ま
た
、
一
体
的
見
直
し
の
具
体
像
は

一
向
に
見
え
て
こ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

経
済
同
友
会
も
日
本
経
団
連
も
同
様
に
、

個
人
の
「
自
助
・
自
立
」
を
中
心
と
し
た

制
度
「
改
革
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

（
２)

な
ぜ
改
革
が
必
要
な
の
か

更
に
、
「
改
革
」
に
向
け
て
は
「
こ
れ

ま
で
の
発
展
の
過
程
で
築
か
れ
て
き
た
温

情
主
義
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
。
市
場
経
済
の
弾
力
的
な
活
力
と
公

正
な
競
争
に
よ
り
、
個
人
が
尊
厳
を
持
っ

て
生
き
方
を
選
択
し
、
資
質
を
開
花
さ
せ

る
機
会
を
平
等
に
獲
得
で
き
る
社
会
へ
の

変
革
を
完
遂
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

⇒

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
「
直
面
す

る
大
き
な
環
境
変
化
を
乗
り
越
え
る
抜
本

的
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て

い
る
」
と
こ
の
よ
う
に
市
場
経
済
を
取
入

れ
た
社
会
保
障
政
策
を
柱
に
し
た
「
改
革
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
が
持
続
可
能
す
る
た
め
の
要

件
と
し
て
は
、
①
収
支
の
均
衡
を
図
る

（
負
担
↑
、
給
付
↓
）
、
②
現
役
世
代
か

ら
支
持
を
得
る
、
③
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
給
付
と
負
担
を
自
動
的
に
調
整
す
る
機

能
を
制
度
に
ビ
ル
ト
イ
ン
し
て
お
く
と
し

て
ま
す
。

（
３)

個
別
制
度

個
別
制
度
の
前
に
、
経
済
同
友
会
の
持

続
可
能
な
制
度
を
目
指
す
方
向
に
つ
い
て

述
べ
て
お
く
と
、
①
新
た
な
「
国
民
皆
年

金
、
国
民
医
療
制
度
」
へ
と
い
っ
て
、

「
従
来
の
制
度
は
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の

発
展
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
、
高
い
評
価

も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
易
な

保
険
料
率
の
引
き
上
げ
や
税
に
よ
る
補
填

を
行
っ
て
き
た
結
果
、
あ
る
べ
き
姿
を
逸

脱
し
て
い
る
。
制
度
の
持
続
可
能
が
国
民

の
目
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
必
要
な
改
革
が

先
送
り
さ
れ
た
こ
と
で
破
綻
寸
前
の
状
態

ま
で
達
し
て
い
る
」
と
い
い
、
②
人
的
資

本
へ
の
投
資
と
な
る
社
会
保
障
制
度
へ
は

「
日
本
が
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
る
た
め

に
は
、
労
働
の
担
い
手
の
安
定
的
確
保
と

そ
の
能
力
の
向
上
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
と
な
る
。
社
会
保
障
政
策
と
雇
用
政

策
と
の
密
な
連
携
が
効
果
的
で
あ
り
、
失

業
者
、
ニ
ー
ト
、
働
く
こ
と
が
可
能
な
生

活
保
護
受
給
者
の
就
業
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
強
化
、
実
行
が
急
が
れ
る
」
と

厳
し
く
批
判
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
そ

こ
に
は
社
会
保
障
制
度
の
根
幹
で
あ
る
憲

法
25
条
へ
の
接
近
は
な
く
、
国
民
へ
の
負

担
を
押
し
つ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
同
友
会
で
は
、
抜
本
的
改
革
の
た
め

の
６
つ
の
制
度
転
換
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

①
「
手
厚
い
保
障
」
か
ら
「
身
の
丈
の

保
障
」
へ⇒

給
付
↓

②
「
世
代
間
共
助
」
か
ら
「
各
世
代
自
立
」

へ⇒

負
担
↑

③
権
利
と
義
務
の
主
体
を
「
世
帯
」
か
ら

「
個
人
」
へ
④
「
わ
か
り
に
く
い
制
度
」

か
ら
「
わ
か
り
や
す
い
制
度
」
へ

⑤
「
中
央
」
か
ら
「
地
域
」
へ
⑥
「
官
」

か
ら
「
民
」
へ⇒

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
有

効
活
用

そ
し
て
、
こ
れ
を
実
行
す
る
上
で
の
、

「
改
革
」
の
３
つ
の
視
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
１
は
、
各
社
会
保
障
制
度
の
一

体
的
視
点
と
し
て
、
公
私
の
役
割
分
担
の

明
確
化
で
す
。
と
い
う
の
は
公
的
保
障
分

野
の
限
定
、
公
的
保
障
の
責
任
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
部
分
ま
で
と
す
る
。
第
２

は
、
歳
入
・
歳
出
一
体
改
革
を
社
会
保
障

の
一
体
的
視
点
と
し
て
、
「
財
政
健
全
化

法
」
の
制
定
で
す
。
こ
れ
は
国
民
負
担
率

の
上
限
の
設
定
し
、
社
会
保
障
給
付
費
の

伸
び
率
抑
制
を
図
り
、
財
政
収
支
を
均
衡

さ
せ
る
目
標
時
期
の
設
定
を
す
る
。
第3

は
、
新
事
業
創
造
・
産
業
発
展
と
社
会
保

障
と
の
一
体
的
視
点
と
し
て
、
過
度
な
規

制
は
緩
和
も
し
く
は
撤
廃
し
、
市
場
原
理

に
よ
っ
て
競
争
が
促
進
さ
れ
る
環
境
づ
く

り
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め
る
べ
き
と
提
言

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
個
別
政
策
を
見

て
み
ま
す
。
①
年
金
制
度
は
、
現
行
の

「
国
民
年
金
」
は
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

国
民
を
対
象
に
月
額
７
万
円
の
年
金
を
支

給
し
、
「
新
基
礎
年
金
」
へ
の
移
行
す
る

（
財
源
は
消
費
税
）
。
「
厚
生
年
金
」
は

清
算
し
、
民
間
金
融
機
関
が
提
供
す
る
私

的
な
「
新
拠
出
建
年
金
」
へ
移
行
す
る

（
企
業
が
掛
け
金
の
半
分
を
負
担
）
。
②

医
療
制
度
は
、
高
齢
者
と
若
年
者
を
分
離

し
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
を
分
離
独
立
化
さ
せ

る
。
③
介
護
保
険
制
度
は
、
「
要
支
援
１
・

２
」
「
要
介
護
１
」
を
公
的
保
障
対
象
か

ら
除
外
し
、
自
己
負
担
割
合
を
２
割
と
す

る
。以

上
の
よ
う
に
経
済
界
の
２
つ
の
団
体

の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
、
政
策
提
言

の
基
本
と
す
る
考
え
を
み
て
き
ま
し
た
が
、

活
力
あ
る
経
済
社
会
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
、
市
場
原
理
に
よ
っ
て
競
争
が
促
進

さ
れ
る
環
境
づ
く
り
め
ざ
し
、
極
力
財
政

や
企
業
負
担
を
抑
制
し
、
国
民
に
は
「
自

立
・
自
助
」
を
図
り
な
が
ら
、
負
担
増
を

伴
う
応
益
負
担
へ
の
政
策
、
制
度
を
進
め

て
い
ま
す
。
た
だ
、
社
会
保
障
制
度
と
は
、

本
来
の
理
念
が
、
こ
こ
で
は
読
み
取
れ
ず
，

憲
法
25
条
の
精
神
と
の
整
合
性
が
な
い
こ

と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ

て
発
表
を
終
え
ま
し
た
。
（
文
責

片
桐
）

▽
１
月
21
日
（
月
）
18
：
30
～

・
第
２
回
事
務
局
会
議

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

▽
１
月
31
日
（
木
）
18
：
30
～

・
第
29
回
理
事
会

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

▽
２
月
22
日
（
金
）
18
：
30
～

・
第
40
回
定
例
研
究
会

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

▽
３
月
21
日
（
金
）
18
：
30
～

・
第
41
回
定
例
研
究
会

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

▽
４
月
５
日
（
土
）
13
：
00
～

・
学
習
講
演
会
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
格
差
と
貧
困
と
の
た
た
か
い
」

･

講
師:

仲
野
組
子
（
同
志
社
大
講
師
）

・
会
場:

静
岡
県
産
業
経
済
会
館

第
１
会
議
室

今
後
の
日
程

第39回

定例研究会のお知らせ

◆日時：2008年1月18日（金）

18：30～

◆会場：県評会議室

◆テーマ

「生活保護の実態と課題－3」

…生活保護申請マニュアル…

◆発表者：中澤主任研究員

＜参考＞経済同友会


